メディア等を活用した清水港周辺コンテンツ情報発信業務
公募型プロポーザル実施要領

１　趣旨
本業務は、清水港の賑わいを創出するために、本市と清水魚株式会社が連携して行う事業（マルシェやせり市などの観光コンテンツ）及び駿河湾フェリーに関する情報を広く発信し、当該コンテンツの認知度拡大及び来訪意欲の向上を図ることで、中部横断自動車道沿線地域をはじめとする市外からの国内観光客を誘客することを目的とする。

２　業務の概要
（1） 業務名
令和８年度　観文観委第53号
メディア等を活用した清水港周辺コンテンツ情報発信業務
（2） 業務内容
別紙１「メディア等を活用した清水港周辺コンテンツ情報発信業務　仕様書」（以下、仕様書という。）のとおり。
（3） 委託期間
契約日から令和９年３月31日まで
（4） 契約上限金額　（消費税及び地方消費税10％を含む）
3,100千円（消費税及び地方消費税の額を含む。）を上限とする
（5） 支払方法
業務完了後の一括払い
（6） その他
①企画提案の内容に基づく見積額は、物価の上昇等の正当な理由がない限り契約時に増額することは認めない。また、提案内容等を勘案して決定するために、委託契約額が見積額と同じになるとは限らないことに留意すること。
②受託候補者となった者は、その地位・権利の譲渡ができないものとし、契約締結後、当該委託業務すべての履行を再委託することは禁止とする。ただし、一部の履行を第三者に委託する必要があるときは、あらかじめ静岡市（以下、本市とする。）の承認を得た場合はその限りではない。

３　プロポーザルに参加する者に必要な資格に関する事項
申請日から見積執行（徴収）日までの間、次に掲げる条件を満たす者であること。
（１）地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しない者であること。
（２）会社更生法（平成14年法律第154号）に基づき更生手続開始の申立てがなされている者（更生手続開始の決定を受けている者を除く。）又は民事再生法（平成11年法律第225号）に基づき再生手続開始の申立てがなされている者（再生手続開始の決定を受けている者を除く。）でないこと。
（３）暴力団員等（静岡市暴力団排除条例（平成25年静岡市条例第11号）第２条第３号に規定する暴力団員等をいう。以下同じ。）、暴力団員（同条第２号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）の配偶者（暴力団員と生計を一にする配偶者で、婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。以下同じ。）及び暴力団員等と密接な関係を有するものでないこと。
（４）静岡市入札参加停止等措置要綱（平成24年４月１日施行）による入札参加停止措置の期間がないこと。
（５）直近の１年間において、法人税、消費税及び地方消費税、市税（静岡市に対し納付義務があるもの）を滞納していないこと。
（６）本事業を円滑に遂行できる安定的かつ健全な財務能力を有すること。
（７）共同企業体（ＪＶ）での提案も可とする。

４　審査スケジュール
	内容
	期間
	注意事項

	公募開始
（実施要領等の公開）
	令和８年９月18日（金）
	静岡市ホームページにて公開します。

	質問受付期間及び回答方法
	質問受付：令和８年９月18日（金）～令和８年10月１日（木）正午まで
回答：令和８年10月２日（金）17時まで
	質問書【様式５】を提出してください。
※詳細は「５」に記載のとおり

	企画提案書の提出
（提出書類一式）
	令和８年10月６日（火）正午まで(必着)
	提出書類一式を提出してください。

	書類選考（１次選考）
	令和８年10月７日（水）
	書類選考により３者程度を選定します。応募者が３者に満たない場合は書類選考を行いません。

	書類選考（１次選考）
審査結果通知
	令和８年10月７日（水）
	書類選考で選定した業者には、プレゼンテーションの参集時刻及び開催場所を電子メールにて通知します。

	プレゼンテーション審査（２次選考）
	令和８年10月13日（火）
	

	最終審査結果の通知
	令和８年10月15日（木）
	

	説明要求に対する回答
	令和８年10月23日（金）17時まで
	



５　質問受付及び回答方法について
本実施要領等の内容について不明な点がある場合は、「質問票」【様式５】に記載の上、以下URLより提出することとし、電話またはファックス等での提出は受け付けない。
＜URL＞https://logoform.jp/form/79j2/1794389
・受付期間
令和８年９月18日（金）～令和８年10月１日（木）正午まで
・回答方法
令和８年10月２日（金）17時までに市公式ホームページに公開する。

６　提出書類等
提出書類については、以下URLから提出することとし、郵送または持参等での提出は受け付けない。
＜URL＞https://logoform.jp/form/79j2/1794183
（1） プロポーザル参加申請書【様式１】
（2） 会社概要書【様式２】
（3） 類似事業実績報告書【様式３】
（4） 暴力団排除に関する誓約書兼同意書【様式４】
（5） 商業登記簿謄本（直近３か月以内のもの）
（6） 貸借対照表、損益計算書（直近１年度分）※コピー可
（7） 納税証明書（申請日前３ヶ月以内に証明されたもの）
1 消費税納税証明書（1部、直近３カ月以内）
2 市民税納税証明書（1部、直近３カ月以内）
（8） 企画提案書
（9） 見積書（事業実施に係る経費の内訳が分かる書類）
※金額は税込みで記載すること
（10）共同企業体協定書※共同企業体（JV）で提案する場合のみ

７　企画提案書について
企画提案書を作成するにあたり、次の事項に留意して作成してください。
（1） 書式
1 用紙サイズはＡ４番を基本とし、縦横どちらでも構いません。
2 電子媒体に納めるファイル形式は、MicrosoftPowerPoint、PDF形式としてください。
3 提案書のページ数制限はありませんが、15分で説明できる内容としてください。
4 目次を作成し、各ページの下部に通し番号を付すること。
5 必要に応じ、図表の使用も可とする
（2） 記載項目
企画提案書に記載すべき事項は、別紙１の仕様書および審査基準を踏まえ、以下の①～⑥の内容を記載すること。
なお、仕様書の内容は現時点での予定であり、今後提案や協議により変更する可能性が
あるため留意すること。
1 業務実施体制及び業務スケジュール
以下の②～⑥を実施するにあたっての次の事項を記載すること。
・業務を行うにあたっての人員体制
・業務遂行スケジュール
2 本業務におけるターゲット層の設定および提案方針について
・実施コンテンツ（マルシェ、せり市）及び駿河湾フェリーへ、中部横断自動車道沿線地域をはじめとする市外から国内客を誘客するために、本業務において最も効果的であると想定する「ターゲット層（年齢層、家族構成、興味関心等）」の具体的な設定およびその選定理由を提示し、それに基づいたプロモーション企画の提示すること。
3 テレビ番組の選定及び放送内容の提案
・仕様書に定める条件（全国キー局、山梨県または長野県のローカル局のいずれかにおいて、委託期間中少なくとも１回）を満たす、的確なテレビ局および番組の選定理由
・実施コンテンツ（マルシェ、せり市）及び駿河湾フェリーの魅力を伝え、実際の誘客に繋げるための具体的な番組企画案および放映予定時期
4 起用するインフルエンサーの選定と発信内容の提案
・仕様書に定める規模（SNS総フォロワー５万人以上）を満たす、本事業のテーマ（観光・グルメ・お出かけ等）に適したインフルエンサーの人選（候補案、選定理由等）・各インフルエンサーの基本情報（フォロワー数、投稿テーマ等）
・想定するインフルエンサーの起用人数および投稿回数・投稿期間
5 口コミを拡大させるための企画の提案
・実施コンテンツ（マルシェ、せり市）及び駿河湾フェリーの現地来訪者、および発信したメディアの視聴者が、自発的にSNS等で口コミを発信しやすくする仕組みの提案
・発信された口コミをさらにフォロワー外へと波及・二次拡散させ、市全体としての誘客効果を高めるための具体的な取り組みの提案
なお、本事業は地域未来交付金を活用した事業であるため、その適用ルールに基づき、物品や金券等の景品提供（ノベルティ、デジタルギフト等）に頼らない、企画の独創性や体験価値の提供による企画とすること。
6 効果測定方法の提案
・本業務の目的に対して具体的かつ的確な効果測定指標（KPI等）、その測定方法及び報告内容を提案すること。
（3） その他、参考資料
実施コンテンツの参考資料は以下を参照すること。
せり市：https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/57503/20251217003.pdf　
マルシェ：https://www.city.shizuoka.lg.jp/s4852/s013884.html　

８　書類選考（１次選考）
（1） 実施方法等
・提出された企画提案書等の書類について、事務局にて評価し、３者程度を審査します。
・企画提案審査基準（別紙２）に基づき、項目ごとに数値化して採点し、合計点数により審査します。
・応募者が３者に満たない場合は、書類選考を行いません。
（2） 書類選考結果の通知
全ての参加者に選考結果を通知します。

９　プレゼンテーション審査（２次選考）
（1） 実施方法等
プレゼンテーション形式（対面形式）とし、以下のとおり実施する
1 プレゼンテーションにおける時間配分の目安は次のとおりです。
ア　準備：５分
イ　説明：10分
ウ　質疑応答：15分
2 プレゼンテーションは、原則として、本業務を受託する際に担当者として従事する方が行って下さい。
3 プレゼンテーションの出席者は、３名以内とします。
4 プレゼンテーションにパソコンを使用する場合は持参してください。
5 プロジェクタ、スクリーン等は事務局が用意します。
6 提出された企画提案書等の書類及びプレゼンテーションの内容については非公開とします。
（2） 評価者
本市が設置するメディア等を活用した清水港周辺コンテンツ情報発信業務審査会における審査員が評価者となります。
（3） 企画提案の評価
企画提案書、見積金額及びプレゼンテーションの内容について、企画提案審査基準（別紙２）に基づき項目ごとに数値化して採点し、設定した比率に応じた換算点数を評価点とします。各審査員の評価点を合計し、合計点が最も高い事業者を本委託業務の候補者とします。企画提案審査基準の評価項目を参考にして、プレゼンテーションを行ってください。
（4） 要求水準を満たさない場合
以下の場合は、候補者の特定をしません。
1 審査員の１名でも５割を下回る評価をした場合。
2 審査員の評価点の合計が６割を下回った場合。
（5） 最終審査結果
1 審査結果の通知
令和８年10月15日（水）以降に、参加者全員に対して電子メールにて通知する。
公表項目は、原則として提案者の順位、点数等を対象とする。なお、会社名は非公表とする。
2 審査結果の公表
市は、審査結果の内容について、市ホームページ等で公表する。
10　失格条件
次の事項に該当する場合は失格とします。
（1） 提出すべき書類に不足や虚偽の記載があった場合。
（2） プレゼンテーションの集合時刻に集合しなかった場合。
（3） 審査の透明性・公平性を害する行為があった場合。
（4） その他この書面に示した条件に適合しない場合。

11　契約手続き等
　選定結果の通知後、候補者と速やかに契約内容について調整後、見積執行を行い、随意契約の締結手続きを行う。

12　その他
（1） 提出していただいた書類等は、返却しません。
（2） 提出書類作成、プレゼンテーションに係る費用は、貴社の負担とします。
（3） 提出期限以降に関係書類の差し替えや再提出は認めません。 
（4） 提出書類作成等のため本市から入手した資料等がある場合は、本市の了解なく使用及び公表することはできません。
（5） 提出書類について本市は選定手続きに必要な範囲において複製することがあります。 
（6） 提出書類は契約候補者選定の目的以外に使用しません。ただし、静岡市情報公開条例（平成15年４月１日条例第４号）第７条に基づき、開示請求があったときは、法人等の競争上又は事業運営上の地域を害すると認められるもの等不開示情報を除いて、開示請求者に開示します。
（7） （長期継続契約対象の場合）この業務に係る契約は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第234条の３に基づく長期継続契約であるため、この業務に係る予算の減額又は削除があったときは、静岡市は、この契約を変更又は解除することができる。

13　事務局（問合せ先）
〒４２０‐８６０２
静岡県静岡市葵区追手町５番１号（静岡市役所　静岡庁舎　16階）
静岡市観光文化・市民局観光国際課　担当者：堀池
　電　話：０５４－２２１－１４３８
　メール：kankou@city.shizuoka.lg.jp

